
提

出

者
�

井

英

勝

高

橋

千

鶴

子

平
成
十
六
年
二
月
三
日
提
出

質

問

第

一

三

号

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
（
国
際
熱
核
融
合
実
験
炉
）
の
六
ヶ
所
村
誘
致
に
関
す
る
質
問
主
意
書

13



Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
（
国
際
熱
核
融
合
実
験
炉
）
の
六
ヶ
所
村
誘
致
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
〇
二
年
六
月
四
日
〜
六
日
の
三
日
間
、
フ
ラ
ン
ス
の
カ
ダ
ラ
ッ
シ
ュ
で
日
本
、
Ｅ
Ｕ
、
ロ
シ
ア
、
カ
ナ
ダ
（
ア
メ
リ
カ

に
代
わ
っ
て
新
し
く
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画
に
参
加
し
た
国
）
の
四
極
の
第
四
回
政
府
間
協
議
が
開
か
れ
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
建
設
の
候
補
地

と
し
て
、
二
〇
〇
一
年
六
月
の
モ
ス
ク
ワ
の
会
合
で
の
カ
ナ
ダ
の
ク
ラ
リ
ン
ト
ン
提
案
に
続
い
て
、
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ン
デ
ロ

ス
、
フ
ラ
ン
ス
の
カ
ダ
ラ
ッ
シ
ュ
、
日
本
の
六
ヶ
所
村
の
提
案
が
あ
っ
た
。
そ
れ
以
降
、
「
サ
イ
ト
共
同
調
査
」
、
サ
イ
ト
の

評
価
を
経
て
今
日
で
は
、
カ
ダ
ラ
ッ
シ
ュ
か
六
ヶ
所
村
か
の
絞
り
込
み
の
段
階
に
な
り
、
今
年
二
月
に
も
決
定
さ
れ
る
と
も
伝

え
ら
れ
て
い
る
。

二
〇
〇
二
年
五
月
三
十
一
日
の
「
国
際
熱
核
融
合
実
験
炉
（
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
）
計
画
に
つ
い
て
」
と
い
う
閣
議
了
解
時
の
留
意
点

で
は
、
「
立
地
促
進
の
た
め
に
特
段
の
財
政
措
置
は
講
じ
な
い
こ
と
」
、
「
関
連
す
る
公
共
事
業
に
つ
い
て
は
・
・
・
国
に
よ

る
特
別
の
財
政
措
置
は
講
じ
な
い
こ
と
」
、
「
（
誘
致
を
希
望
し
た
）
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画
の
円
滑
な

実
施
を
実
現
す
る
た
め
、
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
」
を
付
記
し
て
い
る
。

ま
た
そ
の
二
日
前
の
五
月
二
十
九
日
の
総
合
科
学
技
術
会
議
に
お
け
る
「
国
際
熱
核
融
合
実
験
炉
（
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
）
計
画
に
つ

い
て
」
が
、
三
十
一
日
の
閣
議
了
解
の
基
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
文
書
の
中
で
は
、
「
経
費
分
担
に
つ
い
て
は
・
・
・
経
済

一



規
模
を
反
映
し
た
も
の
と
す
べ
き
」
「
最
終
的
な
参
加
な
い
し
誘
致
は
、
政
府
間
協
議
の
推
移
や
国
内
外
の
情
勢
の
進
展
を
踏

ま
え
、
費
用
対
効
果
を
考
慮
し
つ
つ
決
定
す
る
こ
と
が
適
当
」
と
し
た
。

こ
れ
以
降
の
約
二
年
間
に
、
政
府
は
関
係
各
国
と
ど
の
よ
う
な
協
議
を
行
っ
た
の
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
協
議
内
容
と
そ
の
中
で

政
府
と
し
て
ど
の
よ
う
な
主
張
を
行
っ
て
き
た
の
か
。
こ
れ
ら
の
事
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
（
国
際
熱
核
融
合
実
験
炉
）
の
研
究
推
進
に
つ
い
て
は
、
本
来
、
工
学
設
計
を
終
え
た
段
階
で
、
建
設
に
移
る

こ
と
の
で
き
る
炉
材
料
が
す
で
に
開
発
済
み
か
、
将
来
の
実
用
炉
の
開
発
に
繋
が
る
現
実
的
に
意
味
の
あ
る
も
の
と
な
り
う

る
か
、
コ
ス
ト
計
算
が
適
切
な
の
か
、
日
本
に
誘
致
し
た
場
合
の
財
政
負
担
が
ど
う
な
る
の
か
な
ど
、
誘
致
場
所
の
決
定
の

前
に
、
政
府
か
ら
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
に
関
す
る
資
料
を
総
て
国
会
に
提
出
し
、
各
分
野
の
専
門
家
な
ど
の
参
考
意
見
も
き
き
な
が

ら
、
国
会
と
し
て
深
い
検
討
が
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

政
府
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
を
日
本
に
誘
致
す
る
こ
と
や
候
補
地
と
し
て
六
ヶ
所
村
と
決
め
る
の
に
、
国
会
は
考
え
る
必
要
は
な

く
、
国
会
は
協
定
書
の
批
准
を
承
認
す
る
だ
け
で
い
い
と
い
う
考
え
な
の
か
。

二

い
ま
問
題
に
な
っ
て
い
る
六
ヶ
所
村
と
カ
ダ
ラ
ッ
シ
ュ
の
二
つ
の
候
補
地
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
評
価
項
目
を
挙
げ
て

二



い
る
の
か
。
ま
た
そ
の
各
評
価
項
目
に
つ
い
て
関
係
国
の
判
断
は
ど
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
の
か
。

三

日
本
に
誘
致
す
る
場
合
、

�

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
本
体
工
事
費
と
日
本
負
担
。

�

用
地
取
得
費
と
日
本
負
担
。

�

研
究
者
等
関
係
者
の
住
宅
、
家
族
の
教
育
施
設
そ
の
他
の
生
活
施
設
等
の
建
設
費
と
日
本
負
担
。

�

動
力
費
と
日
本
負
担
。

�

そ
の
他
維
持
管
理
費
と
日
本
負
担
。

は
そ
れ
ぞ
れ
幾
ら
に
な
る
の
か
。

結
局
、
毎
年
度
の
日
本
の
財
政
負
担
と
全
体
で
の
財
政
負
担
は
幾
ら
に
な
る
か
。

一
方
、
閣
議
了
解
時
の
留
意
点
に
挙
げ
た
、
誘
致
希
望
自
治
体
に
対
し
て
、
「
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画
の
円
滑
な
実
施
を
実
現
す

る
た
め
、
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
」
を
付
記
し
て
い
る
が
、
政
府
は
青
森
県
や
六
ヶ
所
村
な
ど
に
対
し

て
は
、
ど
の
よ
う
な
措
置
を
求
め
て
い
る
の
か
。

国
は
、
日
本
の
六
ヶ
所
村
誘
致
に
幾
ら
使
っ
て
き
た
の
か
。

三



四

日
本
と
欧
州
と
の
誘
致
場
所
を
め
ぐ
る
対
立
の
妥
協
案
と
し
て
、
「
物
理
的
な
研
究
施
設
（
本
体
）
」
と
「
情
報
セ
ン

タ
ー
」
を
分
離
建
設
す
る
案
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
に
何
時
の
協
議
会
で
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
検
討
が
行

わ
れ
、
日
本
政
府
と
し
て
ど
の
よ
う
な
見
解
を
も
っ
て
い
る
の
か
。

五

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
コ
ス
ト
を
一
兆
円
か
ら
半
分
に
し
た
、
そ
の
た
め
に
プ
ラ
ズ
マ
主
半
径
を
建
設
コ
ス
ト
を
低
減
す
る
た
め
に

お
よ
そ
半
分
に
短
縮
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
プ
ラ
ズ
マ
主
半
径
が
も
と
の
八
・
一
ｍ
の
時
、
さ
ら
に
七
・
一
ｍ
、
六
・
一
ｍ
、
五
・
一
ｍ
・
・
・
と
短
縮

し
た
時
に
、
建
設
コ
ス
ト
は
そ
れ
ぞ
れ
幾
ら
に
低
減
す
る
の
か
。

そ
の
結
果
、
主
半
径
ご
と
に
当
初
計
画
の
実
験
目
標
値
に
較
べ
て
、
プ
ラ
ズ
マ
密
度
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
増
倍
率
、
燃
焼
時

間
、
中
性
子
負
荷
は
そ
れ
ぞ
れ
幾
ら
に
な
る
の
か
。

建
設
コ
ス
ト
の
削
減
が
中
心
に
な
っ
て
、
当
初
の
実
験
目
標
が
達
成
で
き
な
く
な
る
と
、
そ
れ
は
次
の
段
階
の
実
証
炉
に

工
学
的
、
技
術
的
に
繋
が
る
も
の
に
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
、
あ
る
い
は
国
民
の
財
政
を
投
入
す
る
の
に
見
合
う
意
味
の

あ
る
研
究
に
な
る
の
か
ど
う
か
も
問
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
に
検
討
が
必
要
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
ど
の
よ
う
な
検
討

を
行
っ
た
の
か
。

四



六

日
本
学
術
会
議
核
融
合
研
究
連
絡
委
員
会
や
物
理
学
研
究
連
絡
会
な
ど
で
、
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
物
理

学
、
工
学
の
関
係
す
る
研
究
者
の
間
で
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
に
関
す
る
議
論
が
な
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画
の
「
当
事
者
」
や
「
推
進
」
の
研
究
者
と
、
「
中
立
的
」
「
批
判
的
」
な
人
の
多
い
物
理
学
の

研
究
者
の
間
で
議
論
さ
れ
た
こ
と
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画
を
契
機
に
「
巨
大
科
学
計
画
に
対
す
る
考
え
方
、
大
型
国
際
共
同
計
画

に
対
す
る
基
本
的
考
え
方
、
我
が
国
に
於
け
る
大
型
計
画
の
進
め
方
」
の
議
論
を
行
っ
て
、
合
意
し
た
共
同
の
報
告
書
を
纏

め
た
意
義
は
大
き
い
と
思
う
。

両
者
の
間
で
「
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画
の
基
礎
科
学
と
し
て
の
意
義
及
び
核
融
合
工
学
に
於
け
る
技
術
開
発
上
の
役
割
と
波
及
効

果
」
に
つ
い
て
認
識
の
一
致
を
み
た
。

同
時
に
、
物
理
学
者
の
方
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画
の
推
進
を
全
面
的
に
は
認
め
る
に
至
っ
て
い
な
い
し
、
学
術
会
議
と
し
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
や
環
境
問
題
と
し
て
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
他
の
大
型
計
画
と
比
べ
て
基
礎
科
学
と
し

て
の
重
要
性
が
高
い
か
ど
う
か
十
分
吟
味
す
る
べ
き
だ
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。

七

原
子
力
委
員
会
の
「
開
発
戦
略
検
討
分
科
会
報
告
書
」
で
初
め
て
、
核
融
合
炉
の
環
境
へ
の
影
響
を
検
討
し
だ
し
た
。

D
＋
T
→
�
H
e
＋
n

ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
内
で�

L
i＋
n
→
�
H
e
＋
T
＋
n

ト
リ
チ
ウ
ム
の
半
減
期
は
十
二
・
三
年
、
β
線
の
最

五



大
エ
ネ
ル
ギ
ー
は��・�

K
e
V
。

紙
一
枚
で
遮
蔽
で
き
る
が
、
体
内
に
取
り
込
む
と
危
険
で
あ
る
こ
と
。
強
力
中
性
子
線
で
ブ

ラ
ン
ケ
ッ
ト
が
破
損
し
た
時
が
危
険
で
あ
る
と
し
た
。

学
術
会
議
核
融
合
研
究
連
絡
委
員
会
で
は
「
報
告
書
」
を
出
し
て
、
例
え
ば
、
「
ト
リ
チ
ウ
ム
生
物
影
響
」
に
つ
い
て
、

広
島
大
学
原
爆
放
射
能
医
学
研
究
所
を
一
つ
の
拠
点
に
、
ト
リ
チ
ウ
ム
生
物
影
響
関
連
実
験
を
行
う
こ
と
な
ど
を
提
起
し
て

い
た
が
、
こ
の
研
究
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
、
そ
の
成
果
物
と
し
て
ど
の
論
文
の
中
で
、
日
本
に
誘
致
し
た
時
に
、

「
全
く
心
配
は
な
い
」
と
結
論
づ
け
ら
れ
た
の
か
。

ま
た
、
文
部
科
学
省
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
安
全
規
制
検
討
会
の
「
報
告
書
」
で
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
安
全
は
十
分
確
保
さ
れ
る
と
考
え
る

根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。

八

学
術
会
議
核
融
合
研
究
連
絡
委
員
会
の
「
報
告
書
」
で
は
、
核
融
合
炉
の
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
は
、
燃
料
で
あ
る
ト
リ
チ
ウ
ム

の
生
産
と
回
収
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
、
中
性
子
遮
蔽
な
ど
複
合
的
機
能
を
果
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

高
熱
負
荷
、
高
中
性
子
負
荷
に
耐
え
ら
れ
る
材
料
の
開
発
に
必
要
と
な
る
、
材
料
試
験
を
行
え
る
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
よ
り
強
度
の
強

い
中
性
子
源
（
設
備
）
は
す
で
に
作
ら
れ
て
、
そ
の
実
験
は
始
ま
っ
て
い
る
の
か
。

九

核
融
合
に
つ
い
て
ヘ
リ
カ
ル
型
、
レ
ー
ザ
ー
核
融
合
な
ど
様
々
な
タ
イ
プ
の
も
の
が
あ
り
、
実
現
可
能
性
も
コ
ス
ト
面
か

六



ら
の
可
能
性
も
こ
れ
か
ら
の
研
究
に
か
か
っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
誘
致
が
他
の
核
融
合
の
研
究
や
、
大
学
や
試
験
研
究
機
関

に
お
け
る
様
々
な
基
礎
研
究
の
予
算
を
削
減
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
と
確
約
す
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

七


